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月～金曜  8時45分～17時(祝休日・年末年始除く) 開館時間

区民活動支援センターは、地域で何かを始めたい人、活動している人を応援
する施設です。新年に、新しいことにチャレンジしてみませんか？

※区民主体の公益的な活動や
　学びが対象です

布おもちゃや機材を貸し出しています

ロッカーや印刷機、
会議室等を
利用できます

活動団体のスキ
ルアップや他団
体との交流がで
きます

会員募集やイベント
告知のチラシを配架
できます

建築家 隈 研吾 氏
大倉山を語る
国立競技場の共同設計等で著名な隈氏が、生まれ育った大倉山について語ります。

隈 研吾 氏プロフィール　
1954 年生。1990年、隈研吾建築都市設計事務所設立。慶應義塾
大学教授、東京大学教授を経て、現在、東京大学特別教授・名誉教
授。30を超える国々でプロジェクトが進行中。自然と技術と人間の
新しい関係を切り開く建築を提案。主な著書に『点・線・面』（岩波書
店）、『ひとの住処』（新潮新書）、『負ける建築』（岩波書店）、『自然な
建築』、『小さな建築』（岩波新書）、他多数。

無料
先着225人
「港北地域学・特別講演会」の
申込フォームから申込
2月1日(火)12時～2月18日(金)

定 員

入場料

応募期間

応募方法

隈 研吾 氏

隈 研吾 氏
平井 誠二 氏
(（公財）大倉精神文化研究所理事長)

飯田 孝彦 氏
(大倉山在住、（公財）神奈川県消防協会会長）

鵜澤 聡明 (港北区長)

ひら い  せい じ

いい だ  たかひこ

う ざわ そうめい

くま  けん ご

会場 港北公会堂 講堂

日時 2月27日(日)  13時30分～16時

申込フォームはこちら

※定員に達した時点で締め切ります

 港北地域学 特別講演会 　検索

基調講演

シンポジウム

1 紙面(5 ～12ページ)のデザインは　①見やすい　②ふつう　③見づらい
2 どのページをよく読みますか
　 ①特集(5～7ページ)　②トピックス(8・9ページ)　③こうほくインフォメーション(10 ～12ページ)
3 本紙の特集・トピックスで取り上げてほしい話題(複数選択可)

4 本紙への感想・要望

※当選者の発表は賞品の発送をもって代えさせていただきます
※いただいた個人情報は、商品の発送とアンケート集計にのみ
使用します

ウェブサイトかはがき（1月19
日必着）住所・氏名・電話番号・
年代・アンケートの回答・希望
のコースを記入し、広報相談係
(〒222-0032 大豆戸町26-1)へ

※「港北区まちの先生」は、区民同士が教え合い、
学び合うボランティア制度です

●問合せ　区民活動支援センター 　  ･　 540-2246 ko-center@city.yokohama.jp

場所 区役所4階48番窓口

偶数月の１日に
発行しています

港北区の「活動」をつなぐ

ウェブサイトは
こちら

らく  ゆう がく

「港北地域学」特別講演会
区民活動支援センター主催

※新型コロナウイルス感染症の状況により、定員を変更する場合があります

①防災　②防犯　③戸籍・税・保険　④子育て・教育　⑤健康・医療 　⑥福祉・介護　⑦ごみ・環境　⑧地域活動
⑨区の魅力　⑩文化・教養　⑪まちづくり・交通　⑫その他（ 具体的に記入してください ）

Aコース

Bコース

Cコース

Dコース

Eコース

Fコース

オリジナルグッズ  2人
横浜F･マリノス

選手サイン入り
アイスホッケー用パック 2人

横浜GRITS

※色は選べません
ミズキーグッズセット 10人

図書カード(2,000円)  10人

広報相談係　　540-2222　　540-2227

区民活動支援センター 　  ･　 540-2246　　協力：（公財）大倉精神文化研究所、港北ボランティアガイドの会

ウェブサイトは
こちら

ミズキーグッズ

シール タオル

応募方法

新横浜公園
オリジナルグッズセット  2人

新横浜公園
オリジナル
グッズセット

日産スタジアム
スタジアムツアー
招待券(2人)  5組

世界が熱狂した「2002FIFAワールドカップTM」、「ラグビー
ワールドカップ2019TM」、「東京2020オリンピック競技大
会」の感動がよみがえる、日産スタジアムの見学ツアーです。

サイン入りパック
※写真はイメージです

※いただいた個人情報は、本件にのみ使用します

協力：新横浜公園、日産スタジアム、横浜F・マリノス、横浜GRITS

（大豆戸町26-1）

抽選25人[重複応募は無効]
往復はがき(1月31日消印有効)住所

･氏名･電話番号･年代を記入し、区民活動支援
センター (〒222-0032大豆戸町26-1)へ　
※1人の応募につきはがき1枚

定 員

応募方法

ウェブサイトの申込フォームから
申込できない場合


